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浄
土
の
真
実
信
心
の
人
は
、
こ
の
身
こ
そ
あ
さ
ま
し
き
不
浄
造
悪
の

身
な
れ
ど
も
、
心
は
す
で
に
如
来
と
ひ
と
し
け
れ
ば
、
如
来
と
申
す

こ
と
も
あ
る
べ
し
と
し
ら
せ
給
え
。 

（『
御
消
息
集
』（
善
性
本
）」

1

は
じ
め
に

　
親
鸞
晩
年
の
思
想
の
中
心
は
、「
現
生
正
定
聚
」
と
い
う
念
仏
者
の
目
覚
め
の
意
義
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
八
十
代
も
半
ば
を
過
ぎ
た
親
鸞
は
、「
正
定
聚
の
く
ら
い
」
の
上
に
積
極
的
な
目
覚
め
の
働
き
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
解
釈
に
よ

っ
て
、
正
定
聚
の
目
覚
め
こ
そ
が
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
大
乗
仏
教
の
理
想
と
す
る
目
覚
め
で
あ
り
、
速
や
か
に
成
就
す
る
「
証
」
で

あ
る
こ
と
を
顕
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
著
作
を
概
観
す
る
と
、
八
十
五
歳
の
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

老
齢
に
も
関
わ
ら
ず
親
鸞
の
執
筆
量
は
飛
躍
的
に
増
え
て
お
り
、
そ
の
多
く
に
お
い
て
真
実
の
「
証
」
と
し
て
の
「
正
定
聚
の
く
ら
い
」

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
小
論
の
前
編
「
現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲 

㈠
│
「
最
後
の
親
鸞
」
に
学
ぶ
│
」
で
は
、

正
嘉
の
大
飢
饉
と
疫
病
に
よ
る
多
く
の
人
の
死
に
注
目
し
た
吉
本
隆
明
の
解
釈
に
学
び
、
正
嘉
元
年
八
月
ま
で
の
著
作
群
に
お
け
る
「
正

定
聚
の
く
ら
い
」
へ
の
思
索
の
集
中
と
深
ま
り
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
時
期
に
著
さ
れ
た
『
唯
信
鈔
文
意
』、『
一
念
多
念
文
意
』、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
）、『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）、

（

）
1

現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲 

㈡

│
│
重
な
り
合
う
「
証
」
│
│

井
　
　
上
　
　
尚
　
　
実
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編
　
集
　
後
　
記

　
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
三
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
発
刊
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を

会
員
の
皆
様
に
、
ま
ず
も
っ
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
早
く
か
ら
原
稿
を
頂
戴
し
て
い

た
先
生
方
に
は
、
発
刊
の
遅
れ
で
大
変
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
た
こ
と
、
こ
こ
に

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
大
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
受
け
、
四
月
か
ら
遠
隔
授
業
と
な

り
学
生
の
い
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
か
ら
登
校
可
能
日
を
設
け
て
学
生
の
ケ
ア

を
行
い
、
漸
く
六
月
二
十
九
日
、
大
学
院
お
よ

び
全
学
部
学
年
の
演
習
ゼ
ミ
の
教
室
で
の
対
面

授
業
が
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
異
常
事
態

に
対
し
て
、
人
間
と
は
何
か
、
そ
し
て
、
い
か

に
生
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

＊

　
井
上
尚
実
教
授
の
論
文
は
、「
現
生
正
定
聚

と
浄
土
の
慈
悲
㈡
│
│
重
な
り
合
う
証
」
と
い

う
題
目
で
、
親
鸞
の
御
消
息
を
中
心
に
、
真
宗

学
会
例
会
で
の
発
表
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。「
浄
土
の
慈
悲
」
は
、
親
鸞
晩
年
の
重

要
な
思
想
表
現
で
あ
り
、
同
時
期
に
強
調
さ
れ

る
「
現
生
正
定
聚
」「
浄
土
の
大
菩
提
心
」「
等

正
覚
」「
弥
勒
と
同
じ
」「
如
来
と
ひ
と
し
」
な

ど
と
重
な
り
合
う
「
大
乗
至
極
の
証
」
で
あ
る

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
藤
元
雅
文
准
教
授
の
論
文
は
、「「
宿
業
」
の

思
想
的
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
で
、「
宿

業
」
の
思
想
的
意
義
を
究
明
す
る
た
め
、『
歎

異
抄
』
以
前
の
「
宿
業
」
理
解
と
『
歎
異
抄
』

に
お
け
る
「
宿
業
」
理
解
と
の
思
想
的
な
関
連

性
に
視
点
を
置
い
た
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、『
歎
異
抄
』
に
お
け
る

「
宿
業
」
理
解
が
、
ど
の
よ
う
に
人
間
の
存
在

性
、
課
題
性
を
明
る
み
に
出
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
推
究
し
た
論
考
で
あ
る
。

　
川
口
淳
氏
の
論
文
は
、「
清
沢
満
之
手
沢
本

『
テ
ィ
チ
ン
グ
、
オ
ブ
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
の

書
入
れ
に
関
す
る
一
考
察
」
で
、
清
沢
の
手
沢

本
と
し
て
現
存
し
て
い
る
『
テ
ィ
チ
ン
グ
』
の

書
入
れ
が
清
沢
の
死
後
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
特
に
安
藤
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ
る

「
死
の
問
題
」
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
の
考

察
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
号
か
ら
大
学
に
お
け
る
開
放
セ
ミ

ナ
ー
「
大
乗
の
歩
み
」
に
お
け
る
講
義
の
筆
録

を
掲
載
す
る
。
七
高
僧
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
と

思
想
に
つ
い
て
、
真
宗
学
科
、
仏
教
学
科
、
歴

史
学
科
の
教
員
が
担
当
し
た
四
十
二
回
開
放
講

座
で
、
そ
の
中
か
ら
真
宗
学
科
の
講
座
十
四
回

分
を
活
字
化
す
る
。
ま
ず
第
一
回
は
、
木
越
康

学
長
に
よ
る
「
親
鸞
と
龍
樹
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
内
容
で
あ
る
。
以
上
の
論
文
、
講
義
の
筆
録

に
加
え
、
連
載
中
の
安
田
理
深
先
生
「
衆
生
に

自
覚
を
聞
く
名
と
相
」
の
筆
録
を
掲
載
す
る
。

 

（
文
責
　
四
方
）
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大
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則

（
名
称
及
び
事
務
所
）

第
一
条
　
本
会
は
大
谷
大
学
真
宗
学
会
と
称
し
、

事
務
所
を
大
谷
大
学
（
京
都
市
北
区
小
山
上

総
町
二
二
）
に
置
く
。

（
目
的
）

第
二
条
　
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
及
び
公
開
を

目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
三
条
　
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。

㈠
　
大
会

㈡
　
例
会

㈢
　
機
関
誌
『
親
鸞
教
学
』
の
刊
行

㈣
　
研
究
旅
行

㈤
　
そ
の
他
必
要
な
事
業

（
会
員
）

第
四
条
　
本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す

る
。㈠

　
正
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
専
攻
の

大
学
院
及
び
文
学
部
学
生

㈡
　
特
別
会
員
　
大
谷
大
学
真
宗
学
科
教

員
㈢
　
賛
助
会
員
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
者

（
役
員
）

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

㈠
　
会
　
長

㈡
　
評
議
員

㈢
　
事
務
局
委
員

第
六
条
　
会
長
は
特
別
会
員
よ
り
互
選
し
、
本

会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
任
期
は

一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
七
条
　
評
議
員
は
正
会
員
よ
り
互
選
し
、
本

会
の
運
営
・
活
動
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し

再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
八
条
　
事
務
局
委
員
に
は
、
特
別
会
員
が
こ

れ
に
あ
た
り
、
会
務
・
会
計
・『
親
鸞
教

学
』
編
集
等
の
事
務
を
掌
理
す
る
。
委
員
の

任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ

な
い
。

二
、『
親
鸞
教
学
』
編
集
委
員
は
、
掲
載
論
文

の
査
読
等
、
学
術
研
究
の
推
進
と
、
そ
の
成

果
の
公
開
に
必
要
な
業
務
を
行
う
。

（
経
費
）

第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
そ
の
他
の

収
入
に
よ
る
。
会
費
に
つ
い
て
は
別
に
定
め

る
。

（
年
度
）

第
十
条
　
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始

ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

（
規
約
の
変
更
）

第
十
一
条
　
本
会
則
の
変
更
は
評
議
員
の
会
議

に
附
し
、
総
会
の
二
分
の
一
以
上
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
但
し
総
会
の

成
立
は
特
別
会
員
・
正
会
員
数
の
三
分
の
一

以
上
の
出
席
を
必
要
と
す
る
。

附
則
①
　
こ
の
会
則
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三

十
七
）
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。

　
　
②
　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
八
日
一
部
改
正
。
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